
2023 年度 部局 FD活動報告 

看護学部・研究科 

1. 各部局の FD の検討・実施体制を書いてください。（必ずご記入ください） 
実施体制：看護学部 FD 委員会（4 名，河野あゆみ委員長，森本明子副委員長，細名水生，伊藤良子） 

2. 教育改善・教育評価・FDに関する講演会、セミナー、ワークショップ等の開催 

開催日 内容（タイトル） 参加者数 

7 月 5日 

第 1回ジャーナル・カフェ 
テーマ「糖尿病者の拘束性・閉塞性肺機能障害発症リスク
及び関連する要因」 
話題提供者：園田奈央准教授（看護情報学） 

39 名 

8 月 2日 

第 2回ジャーナル・カフェ 
テーマ「セクシュアルヘルス介入に”快楽”を含めることの
付加価値とは」 
話題提供者：和木明日香准教授（ウィメンズヘルス科学） 

25 名 

9 月 19 日 
ハラスメント防止研修 
話題提供者：竹内ゆかり（株式会社インソース） 

47 名 

10 月 4 日 

第３回ジャーナル・カフェ 
テーマ「生体間腎移植ドナーの経済的負担とメンタルヘル
ス」 
話題提供者：池田直隆講師（在宅看護学） 

28 名 

11 月 1 日 

第 4回ジャーナル・カフェ 
テーマ「新人看護師の学習活動におけるエンゲージメン
ト」 
話題提供者：勝山愛講師（看護教育学） 

31 名 

11 月 29 日 

看護学部 FD 研修会 
テーマ「考える力をつくる研究指導」 
1. 基調講演「考える力をつくる看護学分野の研究指導」 

西村ユミ教授（東京都立大学健康福祉学部） 
2. シンポジウム話題提供者 

① 「社会科学分野における主体性を引き出す研究指
導」 
永井史男教授（大阪公立大学法学部） 

② 「工学分野における研究の継続性を引き出す研究指
導」 
吉本佳世講師（大阪公立大学工学部） 

③ 「社会人看護職から問いを引き出す研究指導」 
志田京子教授（大阪公立大学看護学部） 

77 名 



12 月 6 日 

第 5回ジャーナル・カフェ 
テーマ「地域在住高齢者における尿酸とアテローム性動脈
硬化症との関連について」 
話題提供者：田中健太郎准教授（地域看護学） 

23 名 

1 月 10 日 
第 6回ジャーナル・カフェ 
テーマ「カロリー摂取は朝が良い？夜が良い？」 
話題提供者：清水彬礼講師（療養ケア科学） 

24 名 

2 月 7日 
第 7回ジャーナル・カフェ 
テーマ「救急医療機関における自殺未遂者への関わり」 
話題提供者：柱谷久美子助教（精神看護学） 

22 名 

3 月 6日 

第 8回ジャーナル・カフェ 
テーマ「研究成果を共有するための方法：論文投稿後に研
究成果公開促進費（学術図書）を取得して学術図書を出版
した経験の共有」 
話題提供者：平谷優子教授（子ども・家族看護学） 

未実施 

3. 教育改善・教育評価・FDに関する会議、委員会等の開催 

会議・委員会名 
内容・開催日 

（複数回の場合は「第 1回（＊月＊日）～について」
「第 2 回…」と記載） 

委員の人数 

拡大 FD 委員会 第 1回(4 月 18 日)教学アセスメントについて 7 名 

FD 委員会 第 1回(4 月 18 日)2023年度活動予定について 4 名 

拡大 FD 委員会 第 2 回(5 月 17 日)教学アセスメント・ポリシーについて 7 名 

FD 委員会 第 2回（6月 16 日）ハラスメント研修の企画について 5 名 

FD 委員会 
第 3回（2月 16 日）2023 年度活動報告、2024 年度活動
の検討、教学アセスメントについて 

3 名 

4. 上記以外の教育改善・FDに関する取組（但し、成績 GP分布関連は次項に） 

 

5. 成績 GP分布、GPCデータの分析に関連する事柄（必ずご記入ください） 
GP 分布や GPC データ分析等を活用して教学アセスメントの評価を行う際に，学内検討体制を整え
ていく必要性について，意見交換を行った． 
6. 年に 1 回以上、FD 活動に参加した専任教員の人数［実数］（必ずご記入ください） 
・年に 1 回以上、FD 活動に参加した専任教員の人数  （ 68 ）人 
・所属内の専任教員の人数              （ 70 ）人 
 

7. その他、追記事項 

 
 

 


	2023年度　部局FD活動報告

